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＜連絡事項＞
・看護グループ内研修を下記の日程で開催します。
日時：1月25日（木）17：15～
場所：2階会議室
テーマ：項目C : ケアを行う力 C-④ クライシス・プラン(CP-J) : 実践
講師：種市SGM

＜入室状況＞
【入院】
・須藤　美智子様～東B3号室
・伊達　勝江様～東A13号室

【退院】
・中川原　佳宏様～みちのく記念病院へ転院

【転出】
・細越　タキ様～東C5号室➝南A115号室
・田中　敬様～東B3号室➝西A48号室

【ユニット移動】
・豊川　フク様～東A8号室➝東C5号室
・米内　進様～東A10号室➝東B3号室
・須藤　美智子様～東B3号室➝東合併症室
・赤石　陽介様～東合併症室➝東B3号室
・河津　繫吉様～東合併症室➝東B3号室

＜患者様連絡事項＞
・澤口　理香様～不安時レキソタン（5）1T　回分処方。

・青木　昭弘様～臨時薬同内容で7日分処方。

・袴田　将志様～臨時薬クロザリル125mg➝100mgへ減量。ロイコン（10）3T毎食後追加となり7日分処方。

・東野　愛様～1/17ゼプリオン水懸筋注100mg1ｷｯﾄ処方。

・若沢　理子様～臨時薬同内容で7日分処方。

・泉川　ケイ子様～臨時薬同内容で7日分処方。

・寺井　恵理子様～臨時薬同内容で7日分処方。

・太田　留美子様～臨時薬同内容で7日分処方。

・鈴木　和則様～臨時薬同内容で7日分処方。

・高橋　亮様～臨時薬同内容で7日分処方。

・赤石　陽介様～指示にてセフトリアキソン1ｇバック2袋施行指示あり実施。

・細越　タキ様～本人よりご飯の量が多いと訴えあり、普通盛りから軽々食へ変更となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。他室侵入あり、自制出来ず開放観察早めに終了している。自室内での不潔行為なし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・澤口　利香様～終日隔離中。午前は自室内で静かに過ごされていたが、午後より外部の音に反応し、不満の訴えあり、13：05レボトミン(50)１T、レキソタン（5）１T、ロキソプロフェンNa（60）１T服用している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜要注目患者様＞
・藤井　崇史様～表情の硬さあるも不満言動や希死念慮なく静かに過ごされている。不穏さや拒薬、拒食なし。

・成田　富士子様～不機嫌あり、スタッフに強い口調で声をかけてくる様子あり。昼食時には他患と言い合いになり、大声で暴言聞かれる。昼食は全量摂取するも拒薬あり。昼食前血糖110mg/dl、ランタス6E実施。

＜柞木田Dr.診察情報＞
・和田　昌様～1/17より、臨時薬ラツーダ20mg➝60mgへ増量となる。

・巴　大様～処方・指示変更なし。

・米内　進様～貧血ある為、フェロミア（50）2T朝夕食後8日分処方となる。

＜深澤Dr.診察情報＞
・澤口　利香様～臨時薬同内容で7日分、不安時レキソタン(5)1T　30回分処方。

・藤井　崇史様～～臨時薬同内容で7日分処方。

・川村　和弘様～～臨時薬同内容で7日分処方。1/24より定期処方へ変更。

・滝上　八重子様～～臨時薬同内容で7日分処方。1/24より定期処方へ変更。

・松谷　さと子様～ヒアルロン酸Ｎａ点眼液1本、デキサメタゾン口腔用軟膏1本処方。

・高橋　サヱ様～臨時薬同内容で3日分処方。IFオーダーに不穏時・不眠時・興奮時追加となり、クエチアピン（25）1T　1回分処方。診断の為に心理検査追加指示あり。

・その他処方・指示変更なし。
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＜新入院患者様情報①＞
日　　時：令和6年1月16日 11:29　
氏　　名：須藤　美智子（すとう　みちこ）様
生年月日：昭和47年3月29日（51歳）
病　　名：統合失調症
性　　別：女性
主 治 医：柞木田Dr.
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東病棟Bユニット
＜経過＞
　統合失調症の診断で八戸市立市民病院に通院していた。市民病院や湊病院への入院歴有り。
R5年10月頃より、警察や銀行への頻回な連絡、浪費といった行動が見られるようになり、同年
11月29日より八戸市立市民病院に入院中（医療保護）。今後も入院環境下での治療や退院先の検討・調整が必要な状態だが、同院精神科の規模縮小のため当院へ転入院しての治療継続を希望し当院へ入院調整依頼あり。R6.1.16継続治療目的にて、東病棟へ医療保護入院となる。

＜新入院患者様情報②＞
日　　時：令和6年1月16日 12:15　
氏　　名：伊達　勝江（だて　かつえ）様
生年月日：昭和16年8月11日（82歳）
病　　名：混合型認知症、脳梗塞後遺症
性　　別：女性
主 治 医：柞木田Dr.
入院形態：医療保護入院
病　　棟：東病棟合併症室
＜経過＞
　平成13年（本人59歳時）に右視床出血。後遺症として左半身に麻痺あり。それ以降
外出時は杖歩行、自宅内では足を引きずりながらもなんとか自力歩行をおこなっていた。
平成20年頃より、何度も同じ話を繰り返す等物忘れ症状出現が出現。知人や友人に物が無くなった話や他者の悪口、知人に対する物盗られ妄想を繰り返し話すといった行動も増え、知人・友人が遠ざかっていくこともあった。その後も物忘れ症状は継続して見られており、また歩行状態も徐々に悪化して言った為同時期に介護保険を申請し手すりを設置。他サービスについては利用なく、更新は行わなかった。また、南部病院に高血圧症の治療で通院していたが、R2頃にコロナ罹患して以降、通院を自己中断している。R5年より、知人や小売店（果物店、家電屋、ガス屋等）、役場等に頻回に電話をかける様子がみられ、固定電話の電話代が月5万円にまでなることもあった。また、果物や生ものを大量に購入し、幻覚妄想様の訴えから警察に通報することもあった。活動性も低下し自宅で横になって過ごす事も増え、それに伴い歩行状況も悪化。入浴も月に1回程度。同年11月末頃からは症状が悪化し、夜間に叫ぶことや外に出ようとする様子あり。また、食事を摂取した事を忘れ長女に食事を準備するように求める事もあったが、その際に「毒が入っているから気をつけろと言われた」等と幻聴・妄想様の発言も聞かれていた。同町の選挙があった際には、応援している議員の選挙カーが通ると自宅の前に椅子を出し１～2時間ほど過ごしその後「祭りが来る」等と話すこともあった。R6年1月現在では、「母が自分の隣に座っている」「布団に寝かせてあげて欲しい」等と幻視様の訴えが聞かれ、長女がいないことを伝えると次第に興奮し「助けて！」と声をあげる様子があった。易怒性もみられ、近所の方と怒鳴り合いの喧嘩をすることもあった。電話の番号案内にかけて、聞いては忘れて掛け直す事を繰り返して、近所や警察・役場・銀行へ頻繁に電話をかける事があり、固定電話の電話代が月5万円にもなっていたこともある。警察へ「殺される。」と電話する為警察から同居中の長女や孫に状況確認の電話があることや、夜間に1.2時間おきに大声をあげて騒ぎ出すこと等があり家族が疲弊。近所の人や店から長女や孫の職場にまで苦情の連絡がくることもあった。現在まで何度も受診させようとしたが本人の拒否が強く、受診できず経過していた。排泄が間に合わない事（オムツ等は使用を拒否）等から「出来なくなったことが増えた」「役所に連絡してほしい」と本人が介護サービスの利用を希望した為、今回南部町包括に家族が相談。上記経緯から、入院治療を希望している。上記経過から東病棟合併症室に医療保護入院となる。　

＜新入院患者様情報③＞
日　　時：令和6年1月16日 14:15　
氏　　名：植村　敬祐（うえむら　けいすけ）様
生年月日：昭和59年12月26日（39歳）
病　　名：統合失調症
性　　別：男性
主 治 医：馬渡Dr.
入院形態：任意入院
病　　棟：東病棟Aユニット13号室
＜経過＞　
　当院外来通院中。R6.1.15河原木救急隊から連絡。本人から救急要請があり、現在は症状が落ち
着いているが年明けから幻聴症状が増悪していることから受診希望されているとの事。当直医に報
告し、翌日が外来受診日であるため、頓服を使用し一晩様子を見るよう指示あり。その旨を本人に
伝え終話していた。その後、幻聴で落ち着かなくなり、精神科救急当番日であったさくら病院に医
療保護入院となっていた。
　本日さくら病院を退院し、当院受診。他者に危害を加える内容の強迫観念や幻聴が依然持続して
おり、本人も入院して治療の希望が聞かれた為、東病棟に任意入院となる。

